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依
存
財
源

自
主
財
源

一般会計収入（歳入）合計 106億5505万円

平成28年
第３回
定例会

９/6～16

繰上償還を実施
将来の負担軽減のため25億円

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
（
火
）

か
ら
16
日
（
金
）
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計

ほ
か
10
会
計
）
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、

平
成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会

議
・
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
案
審
議
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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※１　その他収入～財産収入・寄附金・

繰入金・繰越金・諸収入

※２　譲与税等～地方譲与税、利子割

交付金、配当割交付金、株式等

譲渡所得割交付金、地方消費税

交付金、自動車取得税交付金、

地方特例交付金、交通安全対策

特別交付金

※３　収益的収支～事業

活動に伴い、発生

が予定されるすべ

ての収益と費用

※４　資本的収支～将来

の事業活動に備え

て行う建設改良や、

建設改良に要した

借金の返済金など

の支出と収入

町税 9億3042万1062円（8.7％）　

分担金・負担金 2億4870万3130円（2.3％）　

使用料・手数料 2億480万8417円（1.9％）　

その他収入（※１） 28億2948万7473円（26.6％）
　

地方交付税 38億6518万円（36.3％）

国庫支出金（国からもらうお金）5億4156万2338円（5.1％）　

道支出金（北海道からもらうお金） 2億7023万5708円（2.5％）　

譲与税等（※２） 3億2486万1222円（3.1％）　

町債（借金） 14億3979万5000円（13.5％）

平成27年度各会計収支（収入・支出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差し引き額

一般会計 106億5505万4350円 104億5397万7541円 2億107万6809円

港湾管理特別会計 1億5358万7400円 1億5245万9823円 112万7577円

簡易水道事業特別会計 6643万9248円 6519万8200円 124万1048円

下水道事業特別会計 4億6689万6702円 4億6468万6918円 220万9784円

国民健康保険事業勘定特別会計 12億8211万9788円 12億7727万2518円 484万7270円

介護保険特別会計 6億6578万7364円 6億4916万1572円 1662万5792円

介護サービス事業特別会計 2億5657万8654円 2億5653万490円 4万8164円

後期高齢者医療特別会計 1億210万3905円 1億173万8785円 36万5120円

国民健康保険病院事業会計
収益的収支※３ 7億9354万1805円 8億4044万1341円 -4689万9536円

資本的収支※４ 1億5741万3129円 1億5741万3129円 0円

水道事業会計
収益的収支※３ 1億6403万9983円 1億978万1737円 5425万8246円

資本的収支※４ 4億9894万8000円 6億895万5028円 -1億1000万7028円
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次のページは

「決算審査特別委員会」

一般会計支出（歳出）合計 104億5398万円

議会費 9458万759円（0.9％）　

総務費 9億4475万4114円（9.0％）　

民生費 16億3669万3353円（15.7％）

衛生費 8億8575万8716円（8.5％）　

農林水産業費 3億9255万7573円（3.8％）　

商工費 3億3783万1568円（3.2％）　

土木費 10億9944万6602円（10.5％）

消防費 3億5150万1000円（3.4％）　

教育費 13億1445万8558円（12.6％）

災害復旧費 1586万2506円（0.1％）　

公債費（借金返済） 33億8053万2792円（32.3％）

貯金（基金）残高の推移

借金（町債）残高の推移（全会計）

借金を
返すために
使いました

平成27年度
決算審査

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

借金の

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
及

び
消
防
広
域
化
に
伴
い
３
月

末
で
解
散
し
た
「
南
十
勝
消

防
事
務
組
合
」
一
般
会
計
の

計
11
会
計
の
平
成
27
年
度
決

算
認
定
に
つ
い
て
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
（
旗
手
恵
子

委
員
長
）
を
設
置
し
、
９
月

13
、
14
日
の
２
日
間
審
査
し

た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を

「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９

月
16
日
の
本
会
議
で
討
論
・

採
決
の
結
果
、
全
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
・
国
保
事
業
勘

定
特
別
会
計
・
介
護
保
険

特
別
会
計
は
起
立
に
よ
る

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
10
）

38
億
６
５
１
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。（
前
年
度
比
７
３

５
６
万
円
の
減
）

税
収
入
は
前
年
度
比

０
・
６
％
減
の
９
億

　

収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

１
０
６
億
５
５
０
５
万
円（
前

年
度
比
30
・
９
％
増
）、
支

出
（

歳

出

）
合

計

額

は

１
０
４
億
５
３
９
８
万
円（
前

年
度
比
31
・
２
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

収

入
の
36
・
３
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

町
３
０
４
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
91
・
８
％
（
昨

年
度
92
・
０
％
）
で
、
８
２

２
３
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。金

（
基
金
）
残
高
は

合
計
で
前
年
度
比

貯
42
・
６
％
減
の
25
億
９
９
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

金
（
町
債
）
残
高
は

合
計
で
１
６
８
億
１

借
８
３
７
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
９
・
８
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

港
湾
事
業
債
の
繰
上
償
還

（
上
記
枠
内
を
参
考
）
25
億

円
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
返
済
に
充
て
る
た
め
積

み
立
て
て
い
た
貯
金
（
基
金
）

は
大
幅
に
減
少
。
ま
た
、
借

金
（
町
債
）
も
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

　町の財政が危機的状況にあった平成17年度

に十勝港整備に伴う国からの借金約85億円を

利率の低い民間金融機関に借換えました。

　また、将来の返済負担を軽くするために、

お金を積み立てて平成22年度と27年度に25億

円ずつ計50億円を繰上返済しています。

※港湾事業債の繰上償還
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どう使われたのか

一
般
会
計

決算審査

特別委員会

平成27年度決算につ

いての質疑内容を抜

粋、要約してお知ら

せします。

委 員 長　旗手恵子

副委員長　小
お

田
だ

雅二

9/ ６，13，14

ふ
る
さ
と
納
税

平
成
27
年
度
は
５
４
３

８
件
、
７
９
１
１
万
円

問と
前
年
度
か
ら
急
増
し
た
が
、

そ
の
要
因
は
。

　

ま
た
、
使
途
を
「
指
定
な

し
」
と
し
た
寄
附
が
約
４
割

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
な

事
業
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ

答

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

申
し
込
み
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
こ
と
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
の
導
入
、
返
礼
品
で

あ
る
特
産
品
の
種
類
を
増
や

し
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。
返
礼
品
で
は
、
特
に

毛
が
に
に
人
気
が
集
中
し
た
。

　

「
指
定
な
し
」
の
寄
附
は

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
要
事

業
に
充
て
た
い
と
考
え
て
い

る
。

介
護
施
設
職
員

問答

７
月
の
参
院
選
か
ら
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
が
っ
た
が
、
高
校

生
の
有
権
者
数
は
。

高
校
生
の
有
権
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、

参
院
選
時
に
新
た
に
対
象
と

な
っ
た
有
権
者
数
は
18
歳
81

人
、
19
歳
51
人
の
計
１
３
２

人
。

健
康
診
査
受
診
率

問答

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
臨

時
職
員
は
何
人
い
る
か
。

身
分
・
処
遇
の
改
善
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

平
成
27
年
度
末
で
臨
時

職
員
13
人
、
パ
ー
ト
職

員
４
人
の
17
人
。
平
成
28
年

度
か
ら
、
介
護
福
祉
士
の
資

格
が
あ
る
職
員
の
日
額
を

６
０
０
円
増
額
し
た
。
今
後

も
待
遇
改
善
を
検
討
し
て
い

く
。

問答

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

申
請
４
１
６
件
、交
付
２
２
６
件
。（
３
月
末
時
点
）

問答

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
健
康
診
査
受
診
率
は

何
％
か
。
十
勝
管
内
、
全
道

の
受
診
率
は
。
ま
た
、
今
後

の
目
標
値
は
。

広
尾
町
の
受
診
率
は

８
・
６
％
で
、
十
勝
は

12
・
４
％
、全
道
は
13
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

15
％
を
目
標
値
と
し
て
い
る
。

敬
老
会
記
念
品

敬
老
会
記
念
品
の
商
品

券
を
有
効
期
限
を
忘
れ

て
使
用
し
て
い
な
い
人
が
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
救
済
措
置

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
１
０

０
％
使
わ
れ
な
い
の
な
ら
、

現
金
支
給
に
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

問答

有
効
期
限
が
近
付
く
と

防
災
無
線
等
で
再
三
周

知
を
し
て
い
る
。
現
状
で
は

救
済
措
置
は
難
し
い
。
１
０

０
％
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

地
域
振
興
の
考
え
か
ら
、

現
金
支
給
で
は
な
く
、
町
内

で
使
え
る
商
品
券
と
し
て
い

る
。

つ
つ
じ
の
満
開
時
期
と

ま
つ
り
開
催
日
の
タ
イ

問答 ミ
ン
グ
が
こ
こ
数
年
合
っ
て

い
な
い
。
開
催
時
期
の
変
更

を
検
討
し
て
は
。

こ
こ
２
年
間
、
ま
つ
り

の
１
週
間
前
に
つ
つ
じ

の
満
開
時
期
と
な
っ
た
。
開

催
時
期
は
６
月
の
第
１
週
で

い
い
の
か
実
行
委
員
会
で
検

討
し
て
い
る
。

問

昨
年
実
施
し
た
「
海
上

綱
渡
り
」「
磯
船
競
争
」

は
大
変
好
評
な
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
が
、
今
年
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

つ
つ
じ
ま
つ
り

十
勝
港
ま
つ
り

答

今
年
も
実
施
を
予
定
し

て
い
た
が
、
町
民
有
志

に
よ
る
実
行
委
員
会
の
体
制

づ
く
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、

実
施
で
き
な
か
っ
た
。 今年の敬老会で配布した商品券の

使用期限は来年２月28日までです。

し
て
い
る
。
今
後
の
実
施
予

定
は
。



広尾町議会だより　2015年６月１日
5

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

３
つ
の
会
計
で
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
は
Ｐ
７
に
掲
載
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次のページは「第３回定例会」

私たちの
税金

サ
ン
タ
メ
ー
ル

問答

サ
ン
タ
メ
ー
ル
基
金
の

残
高
は
。
今
後
は
ど
の

よ
う
に
事
業
を
運
営
し
て
い

く
の
か
。

基
金
残
高
は
平
成
26
年

度
末
で
約
２
０
０
万
円

だ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
末

は
約
50
万
円
。

　

今
年
度
か
ら
３
年
計
画
の

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
大
学
の
協
力

を
得
な
が
ら
事
業
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
Ｖ
字
回
復
は

難
し
い
と
思
う
が
、
申
込
数

が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

第60回を記念し、復活した「磯船競争」には16チームが参加（平成27年）

問 り
、
作
文
、
面
接
に
英
語
検

定
の
部
分
を
反
映
さ
せ
て
選

考
し
て
い
る
。

公
営
住
宅
改
修

答

錦
町
団
地
の
外
壁
塗
装

を
20
年
以
上
実
施
し
て

い
な
い
の
で
、
か
な
り
劣
化

し
て
い
る
。
今
後
の
実
施
予

定
は
。

介
護
保
険
特
別
会
計

海
外
派
遣
事
業
に
参
加

す
る
生
徒
は
ど
の
よ
う

問に
選
抜
し
て
い
る
の
か
。

毎
年
応
募
者
が
定
員

オ
ー
バ
ー
の
状
況
に
あ

中
学
生
海
外
派
遣

に
地
域
密
着
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
進
ち
ょ
く
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

討 

論

問答

建
て
替
え
工
事
と
移
転

が
進
み
、
改
修
を
計
画

で
き
る
状
況
と
な
っ
た
の
で
、

将
来
も
住
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
屋

根
・
壁
の
改
修
を
検
討
し
て

い
く
。計

画
策
定
の
際
に
、
民

間
事
業
者
か
ら
老
人

有
料
老
人
ホ
ー
ム

第
６
期
介
護
保
険
計
画

の
中
で
、
平
成
28
年
度

　

平
成
27
年
度
に
国
保
税
の

賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
高
額
所
得
者
と
言
え
な

い
人
ま
で
限
度
額
世
帯
と
な
っ

た
。
国
庫
負
担
の
増
額
な
し

に
国
保
財
政
の
窮
迫
は
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ

て
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

被
保
険
者
１
人
あ
た
り
の

保
険
税
は
増
額
だ
が
、
軽
減

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
軽
減

対
象
者
も
増
え
て
い
る
。
事

業
運
営
に
不
可
欠
な
経
費
で

あ
り
、
適
正
な
運
営
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

　

介
護
保
険
料
の
負
担
は
大

き
く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は

削
減
さ
れ
て
い
る
。
介
護
報

酬
の
引
き
下
げ
は
事
業
者
へ

の
し
わ
寄
せ
と
な
り
、
経
営

が
不
安
定
と
な
る
懸
念
も
あ

る
。
支
援
を
必
要
と
す
る
人

の
不
安
が
解
消
で
き
な
い
こ

と
か
ら
も
、
本
決
算
に
反
対

す
る
。

賛
成

山
谷
照
夫
委
員

反
対

前
崎
　
茂
委
員

賛
成

山
谷
照
夫
委
員

反
対

前
崎
　
茂
委
員

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
多
く
が

低
所
得
者
で
あ
る
実
情
を
踏

ま
え
、
介
護
保
険
料
の
据
え

置
き
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

な
ど
円
滑
な
運
営
と
高
齢
者

福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
努
力

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

外国文化を体験する貴重な機会に

ホ
ー
ム
建
設
の
意
向
が
あ
る

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、

計
画
に
登
載
し
た
。

　

現
時
点
で
着
工
に
は
時
間

を
要
す
る
と
の
こ
と
で
、
土

地
の
取
得
な
ど
具
体
的
な
提

案
は
な
い
が
、
事
業
者
と
協

議
し
て
進
め
て
い
く
。
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平成2８年
第３回
定例会
９/6～16

猛威 十勝を襲う
一次産業、道路・鉄道に甚大な被害　　

　

８
月
17
日
か
ら
わ
ず
か
２

週
間
で
４
つ
の
台
風
が
相
次

い
で
接
近
、
上
陸
し
た
こ
と

に
よ
り
、
十
勝
地
方
は
全
域

に
わ
た
り
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
死
者
２
名
、
行

方
不
明
者
２
名
、
軽
傷
者
１

名
の
人
的
被
害
の
ほ
か
、
３

５
０
件
を
超
え
る
住
宅
被
害

が
発
生
。
新
得
、
清
水
、
大

樹
町
で
は
長
期
に
わ
た
る
断

水
で
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
が
出
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
る
橋
の
流
出
で

不
通
と
な
っ
て
い
た
帯
広
・

釧
路
と
札
幌
を
結
ぶ
特
急
は
、

年
内
運
行
再
開
を
目
指
し
て

復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
規
模
な
道
路
崩
落

等
が
発
生
し
た
国
道
２
７
４

号
日
勝
峠
の
通
行
再
開
は
未

定
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
影

響
は
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
関
係
で
は
、
農
作
物

へ
の
影
響
や
河
川
の
氾
濫
に

よ
る
農
地
へ
の
土
砂
の
堆
積

等
、
漁
業
関
係
で
は
川
か
ら

海
へ
大
量
に
流
れ
出
た
流
木

に
よ
り
、
秋
サ
ケ
漁
に
大
き

な
影
響
が
出
ま
し
た
。
９
月

16
日
に
は
政
府
に
よ
り
、
今

回
の
台
風
災
害
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
尾
町
で
も
河
川
の
増
水

に
よ
る
水
道
水
の
濁
り
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
豊
似
・

野
塚
地
区
で
９
月
２
日
か
ら

６
日
ま
で
の
５
日
間
、
給
水

所
を
設
置
し
、
飲
料

水
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
芽
室
町
と

の
災
害
時
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
に
基

づ
く
応
援
要
請
に
応

え
、
９
月
７
、８
日

の
２
日
間
、
職
員
計

20
名
を
派
遣
。
屋
外

で
汚
泥
等
の
除
去
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
型
の
台
風
７
号
が
８
月

17
日
に
北
海
道
に
上
陸
。
同

日
午
後
３
時
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
へ

協
力
要
請
を
行
い
、
町
民
へ

の
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
に
は
大

型
の
台
風
10
号
が
北
海
道
に

接
近
。
日
高
山
脈
沿
い
で
総

降
水
量
３
０
０
ミ
リ
を
超
え

る
猛
烈
な
雨
と
な
り
、
河
川

の
増
水
を
原
因
と
す
る
水
道

の
濁
り
が
町
内
で
発
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
台
風
で
人
的
被
害

は
な
か
っ
た
が
、
道
路
の
決

壊
や
流
木
に
よ
る
漁
業
被
害
、

施
設
の
損
壊
な
ど
多
く
の
被

害
が
あ
り
、
速
や
か
に
復
旧

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

※
被
害
状
況
・
被
害
額
は
表

の
と
お
り

行 

政 

報 

告

台
風
災
害
の
被
害
状
況

災害復旧に伴う一般

会計・簡易水道事業

会計補正予算が追加

提案され、可決され

ました。

人 的 被 害 なし

一 般 家 屋 等 16件
屋根・壁・物置・車庫等の

損壊

町 の 施 設 等 1億1475万4812円

内　
　
　

訳

建 物 関 係 103万5297円 音調津消防団庁舎、豊似教住

土 木 関 係 1億349万9800円 堤防、道路の決壊等、流木

林 業 関 係 調査中 倒木被害多数

衛 生 関 係 560万9776円 浄水場の被害

社会教育関係 437万3130円 パークゴルフ場の倒木等

そ の 他 23万6809円

町 の 施 設 以 外 2038万円

内　
　
　

訳

農 業 関 係 －
牛舎等の一部破損など　30件

デントコーン倒伏　100.4ha

港 湾 関 係 988万円 倉庫等の破損など

商 工 関 係 1000万円 店舗、倉庫等の破損

水 産 関 係 50万円 倉庫など

被 害 額 合 計 1億3513万4812円 　※被害額調査中も多数あり

広尾町の台風７号・10号被害状況 ９月１日現在

芽室町の復旧作業のため、職員20人を派遣
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次のページは

「意見書・行政報告・補正予算」

連続台風の

反対

　

地
方
の
経
済
活
動
は
い
ま

だ
停
滞
し
て
お
り
、
消
費
税

増
税
や
子
育
て
世
代
の
負
担

増
な
ど
町
民
生
活
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
社
会
的
弱

者
で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
低
所
得
者
の
生
活
を
支

え
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非

正
規
介
護
職
員
解
消
に
も
至
っ

て
お
ら
ず
、
早
期
の
改
善
が

必
要
と
考
え
、
本
決
算
認
定

に
反
対
す
る
。

　

中
学
生
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、

「
観
光
・
食
・
定
住
」
に
向

け
た
取
り
組
み
や
産
業
へ
の

継
続
支
援
の
ほ
か
、
防
災
・

減
災
対
策
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
港
湾

事
業
借
換
債
の
一
部
繰
上
償

還
を
行
う
こ
と
で
後
年
次
の

負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
財

政
健
全
化
へ
の
努
力
が
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
決

算
認
定
に
賛
成
す
る
。

討
論
（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

住
民
の
福

祉
向
上
を

前
崎
　
茂 

議
員

賛成

財
政
健
全

化
へ
努
力

小こ

田だ

英
勝 

議
員

《一般会計採決結果》

賛成８　反対３　認定

平成27年度決算を認定

　

紋
別
地
区
の
新
た
な
地
域

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
紋
別
研
修
セ
ン

タ
ー
」
が
９
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
現
在

の
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー

は
耐
震
性
が
確
認
さ

れ
ず
、
施
設
の
老
朽

化
も
進
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
、
新
た
な
施

設
を
建
設
し
た
も
の

で
す
。
９
月
15
日
に

は
、
完
成
を
祝
い
紋

別
町
内
会
に
よ
る
「
お
披
露

目
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
に

紋
別
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

その他決まったこと

◎８月の台風災害復旧にかかる平成28年度補正

予算２件の専決処分を承認しました。

◎任期満了による教育委員の任命、固定資産評

価審査委員の選任に同意しました。

　教育委員～中村孝夫さん（再任）

　　　　　　石山　拓さん（新任）

　固定資産評価審査委員～山川揚大さん（再任）

◎水道事業会計の平成27年度未処分利益剰余金

5161万3703円のうち、2987万5213円を自己資

本金に組み入れました。

◎障がい者福祉システムと業務用機器一式を

1047万6000円で購入しました。

◎地方税法等の改正に伴い、税条例の必要事項

を改正しました。（軽自動車税の「環境性能割」

創設など）

数字で見た広尾町の財政力
（平成27年度）

項　　　　　　目 H27 H26

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を

自力で調達できる。

0.201 0.193

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金

が少なくなる。町村では75%

以下が適正とされている。

87.9％ 80.5％

（将来の借金返済のため積み

立てた額を含めた数値）
（－） （87.7%）

実質公債費比率
高いほど収入の多くを借金の

返済に使うことになる。25%

を超えると借金を制限される。

7.9％ 9.2％

将来負担比率
高いほど将来の財政が圧迫さ

れる可能性が大きい。

105.1％ 111.4％

河川増水により、道路も決壊（野塚・札楽古川付近）
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①
実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
「
指
針
」
の

抜
本
的
な
見
直
し

②
「
公
立
高
等
学

校
配
置
計
画
」
の

一
方
的
な
策
定
は

行
わ
な
い
こ
と

③
「
遠
距
離
通
学

費
等
補
助
制
度
」

の
５
年
間
の
年
限

撤
廃
及
び
対
象
者

の
拡
充

広尾町議会だより　№180
8

提
出
者　

浜
頭　

勝
議
員

　

十
勝
に
相
次
い
で
上
陸
、

接
近
し
た
台
風
に
よ
り
、
河

川
が
氾
濫
し
、
浸
水
及
び
道

路
・
橋
梁
の
崩
壊
や
土
砂
災

害
の
発
生
、
畑
作
や
酪
農
、

最
盛
期
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
漁

な
ど
被
害
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
住
民
生
活
と
地
域

経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　

迅
速
な
災
害
復
旧
と
住
民

の
平
穏
な
生
活
を
一
刻
も
早

く
取
り
戻
す
た
め
、
以
下
の

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

提
出
者　

北
藤
利
通
議
員

　

北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ

る
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関

す
る
指
針
」（
以
下
「
指
針
」）

策
定
か
ら
９
年
が
経
過
。
こ

の
間
、
地
元
か
ら
高
校
が
無

く
な
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
・

保
護
者
に
心
身
的
・
経
済
的

負
担
増
を
強
い
て
い
る
。
地

域
の
意
思
・
要
望
を
反
映
さ

せ
た
新
た
な
計
画
・
制
度
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

下
の
こ
と
を
求
め
る
。

台風被害に十分な支援を
～意見書５件を可決し、国等へ提出

平
成
28
年
８
月
の
連
続

４
台
風
に
よ
る
災
害
対

策
に
関
す
る
意
見
書

①
河
川
被
災
箇
所

の
早
期
復
旧
・
早

急
な
治
水
対
策

②
農
林
水
産
業
被

災
生
産
者
な
ど
へ

の
十
分
な
措
置

③
地
方
債
の
所
要

額
確
保
・
交
付
税

措
置
の
拡
充

④
十
分
な
特
別
交

付
税
措
置

⑤
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
拡

充

牛舎や農地にも浸水被害が（トヨイベツ）

提
出
者　

志
村
國
昭
議
員

　

地
方
自
治
体
は
、
人
口
減

少
対
策
を
含
む
地
方
版
総
合

戦
略
の
策
定
な
ど
、
新
た
な

政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人

材
確
保
を
進
め
、
こ
れ
に
見

合
う
地
方
財
政
の
確
立
を
め

ざ
す
必
要
が
あ
る
が
、
社
会

保
障
と
地
方
財
政
を
標
的
と

し
た
歳
出
削
減
へ
の
議
論
が

加
速
し
て
お
り
、
客
観
・
中

立
で
あ
る
べ
き
地
方
交
付
税

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か

ね
な
い
。
財
政
再
建
目
標
達

成
の
た
め
だ
け
に
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、

国
民
生
活
と
地
域
経
済
に
疲

弊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
①
地
方
一
般
財

源
総
額
・
社
会
保
障
予
算
の

確
保
、
②
地
方
交
付
税
に
お

け
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
」
の
廃
止
、
③
復
興
財
源

措
置
の
継
続
、
④
地
方
財
政

計
画
内
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
な
ど

の
現
行
水
準
確
保
な
ど
の
こ

と
を
求
め
る
。

①

※内容は要約しています。　　　

※各意見書の提出先は欄外に記載

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

②

※

「
新
た
な
高
校
教
育
に
関

す
る
指
針
」
の
見
直
し
と

す
べ
て
の
子
ど
も
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
高
校

教
育
を
求
め
る
意
見
書

③保
険
料
軽
減
の
維
持
・
継
続
を

④
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
が
地
元
の
高
校
へ
通
う
こ

と
の
で
き
る
後
期
中
等
教
育

の
保
障
を
検
討
す
る
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
け
る
保
険
料
軽
減

特
例
の
維
持
・
継
続
を

求
め
る
意
見
書

④提
出
者　

旗
手
恵
子
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
国
の
特
例
措
置
で
低
所

得
者
に
対
す
る
所
得
割
や
均

等
割
の
軽
減
を
拡
大
し
て
き

た
。
し
か
し
、
平
成
29
年
度

か
ら
原
則
的
に
政
令
本
則
に

戻
る
こ
と
で
、
加
入
者
の
約

60
％
の
軽
減
対
象
者
の
保
険

料
が
２
倍
以
上
の
引
き
上
げ

と
な
り
、
甚
大
な
影
響
が
及

ぶ
。
そ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者

の
さ
ら
な
る
生
活
環
境
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
保
険
料
軽
減
特

例
の
維
持
・
継
続
を
強
く
求

め
る
。

提
出
者　

浜
頭　

勝
議
員

　

北
海
道
の
森
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
推
進
が
必
要
で
あ
り
、

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
は
雇
用
・
所
得
の
拡
大

に
よ
る
地
方
創
生
に
も
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。
①
森
林
吸
収

源
対
策
の
推
進
、
②
森
林
整

備
・
治
山
事
業
の
財
源
確
保
、

③
森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加

工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の
一

体
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
措
置
の
充
実
・
強
化

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

⑤

意
見
書
の

提
出
先

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣～①②④⑤、農林水産大臣・国土交通

大臣～①⑤、内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全、防災）～①、内閣府特命大臣（経済財政政策・

地方創生）～②、内閣官房長官～②④、経済産業大臣～②⑤、北海道知事・北海道教育委員会教育長

～③、厚生労働大臣・社会保障・税一体改革担当大臣～④、文部科学大臣・環境大臣・復興大臣～⑤

地域の要望を反映させた

新たな計画・制度の策定を



広尾町議会だより　2015年６月１日
9

　

平
成
28
年
度
の
普
通
交
付

税
決
定
額
は
、
33
億
８
５
７

５
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
１
億
６
１
２

５
万
２
０
０
０
円
、
４
・
５
％

の
減
と
な
っ
た
。

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

発
令
件
数
46
件
の
う
ち
、

昇
格
17
人
（
課
長
補
佐
→
課

長
２
人
、
係
長
→
課
長
補
佐

11
人
、
係
→
係
長
４
人
）、
看

護
師
１
人
を
新
規
採
用
し
、

職
員
数
は
２
０
２
人
。

①
野
塚
８
線
道
路
改
良
舗
装

工
事

契
約
の
相
手
方

－

株
式
会
社

ホ
リ
タ

　

７
月
15
日
に
行
わ
れ
た
北

海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
（
江

別
市
）
で
十
勝
代
表
と
し
て

出
場
し
た
広
尾
消
防
団
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
。

10
月
14
日
に
長
野
県
長
野
市

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
北

海
道
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

行

政

報

告

行

政

報

告
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次のページは

「議案賛否・議員出欠状況」

スナック「chaton.」

（西１条８丁目）

普
通
交
付
税
の
決
定

７
月
１
日
付
人
事
異
動

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
額

－

３
０
０
０
万
２
４

０
０
円

②
広
尾
中
学
校
外
構
工
事

契
約
の
相
手
方

－

有
限
会
社

田
中
建
設

契
約
額

－

３
１
３
２
万
円

③
音
調
津
大
橋
補
修
工
事

契
約
の
相
手
方

－

株
式
会
社

畑
下
組

契
約
額

－

４
０
７
１
万
６
０

０
０
円

④
人
工
造
林
（
特
殊
地

じ
ご
し
ら
え

拵
）

事
業
そ
の
１

契
約
の
相
手
方

－

広
尾
町
森

林
組
合

契
約
額

－

４
３
３
３
万
９
０

０
０
円

交付税額 前年度比

平成24年度 38億5022万2000円 0.5％

平成25年度 38億2218万2000円 △0.7％

平成26年度 36億 548万8000円 △5.7％

平成27年度 35億4700万7000円 △1.6％

平成28年度 33億8575万5000円 △4.5％

普通交付税は年々減少

予算審査特別委員会

一般会計ほか９会計の平成28年度補正予算案10件を、
９月６日に設置された予算審査特別委員会に付託。
同委員会で審査を行い、全補正予算を原案のとおり
可決すべきと決定しました。

委 員 長　北藤利通
副委員長　志村國昭 ９/６，８

一般会計 ⑤、⑥、⑦
78億3984万円 2億4020万円

港湾管理特別会計 ③
1億1732万円 112万円

簡易水道事業特別会計 ②、③、④
8543万円 1324万円

下水道事業特別会計 ③
4億6098万円 640万円

国保事業勘定特別会計 ②
12億6313万円 58万円

介護保険特別会計 ②
7億3152万円 1681万円

介護サービス事業特別会計 ②
2億6551万円 59万円

後期高齢者医療特別会計 ①
1億300万円 ※増減なし

国保病院事業会計 ④
　収益的支出

8億8615万円 ※増減なし

水道事業会計 ②
　収益的支出

1億6376万円 62万円

平成28年度 補正予算の内訳

減

減

減

減

増

増

増

※会計名の後の丸印は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

起
業
家
等
支
援
事
業
補
助
金

７
４
２
万
円

今
年
度
の
申
請
実
績
は
。

ま
た
、
今
後
の
申
請
数

と
補
助
金
額
の
想
定
は
。

今
年
度
は
既
に
２
件
を

採
択
し
て
お
り
、
補
助

額
は
計
３
１
５
万
円
。
今
後

は
申
請
数
４
件
、
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
万
円
ず
つ
計
８
０
０

万
円
の
補
助
金
を
見
込
ん
で

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

問答

　

町
内
で
新
た
に
事
業
を
始

め
る
人
、
ま
た
は
新
商
品
を

開
発
す
る
事
業
者
に
補
助
金

に
よ
る
支
援
を
行
う
事
業
で
、

申
請
件
数
の
増
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
予
算
を
増
額
し
ま

し
た
。

【
補
助
金
額
】

●
新
規
起
業

　

限
度
額
２
０
０
万
円

●
新
商
品
開
発

　

限
度
額
30
万
円

※
と
も
に
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内

※トップランナー方式
　地方交付税の基準財政需要額（標準的な行政事務を遂行するために必要な経費）

の算定に、歳出削減に向けた他自治体のモデルとなるような取り組みを反映
させること

起業家支援を受け、

町内に新たに開店した

そば屋「しおさい」

（丸山通北４）
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平成28年 第３回定例会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

●全会一致の議案（議案名は一部省略しています）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
議決

結果浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

こ
だ

お
だ

旗
手

浜
頭

堀
田

平成27年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ －
認定

（8-3）

平成27年度国保事業勘定特別会計歳入歳
出決算

○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ －
認定

（8-3）

平成27年度介護保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ －
認定

（8-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

議　　案　　名
議決
結果

平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決

平成28年度国保事業勘定特別会計補正予算（第2号） 可決

平成28年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決

平成28年度介護サービス事業特別会計補正予算（第2号） 可決

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決

平成28年度国保病院事業会計補正予算（第4号） 可決

平成28年度水道事業会計補正予算（第2号） 可決

平成28年度一般会計補正予算（第7号） 可決

平成28年度簡易水道事業特別会計補正予算（第4号） 可決

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

「新たな高校教育に関する指針」の見直しとすべての子
どもに豊かな学びを保障する高校教育を求める意見書

可決

後期高齢者医療制度における保険料軽減特例の維持・継
続を求める意見書

可決

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化
を求める意見書

可決

平成28年８月の連続４台風による災害対策に関する意見書 可決

閉会中の委員会継続調査 可決

議員の派遣 可決

議　　案　　名
議決
結果

専決処分の承認（平成28年度一般会計補正予算（第5号）） 承認

専決処分の承認（平成28年度簡易水道事業特別会計補正
予算（第2号））

承認

平成27年度港湾管理特別会計歳入歳出決算 認定

平成27年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 認定

平成27年度下水道事業特別会計歳入歳出決算 認定

平成27年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算 認定

平成27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認定

平成27年度国保病院事業会計決算 認定

平成27年度水道事業会計決算 認定

平成27年度南十勝消防事務組合一般会計歳入歳出決算
（打切り決算）

認定

平成27年度広尾町水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決

財産の取得（障がい者福祉システム） 可決

税条例等の一部改正 可決

集会所の設置・管理条例の一部改正 可決

平成28年度一般会計補正予算（第6号） 可決

平成28年度港湾管理特別会計補正予算（第3号） 可決

平成28年度簡易水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決

賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

「政務活動費」は議員報酬とは別に、地方議員

が調査研究などの活動を行うために支給される

費用のこと。平成24年の地方自治法の改正で、「政

務調査費」から名称を変え、使い道も各自治体

が条例で定めることになったよ。

！
音更町

（議員20人）

議員１人当たり　年間10万円

会派に支給

鹿追町

（議員11人）

議員１人当たり　年間12万円

　　　　　　　　（月額１万円）

会派等に支給

十勝管内では「音更町」と「鹿追町」の２町のみ支給

※広尾町は「政務活動費」を支給していません
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議会の
しくみも
勉強中

次のページは「一般質問」

「防犯カメラ・お墓・十勝バス」
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議員の出欠状況をお知らせします
（平成28年６月定例会終了後～平成28年９月定例会まで）

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

９／６ 第３回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／８ 第３回定例会（補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／12 第３回定例会（一般質問、補正予算） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／16 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ３ ４ ４ ４ ０ ４ ４ ４ ４ ４ ４

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

８／８ 第６回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － ○ ○

８／12 第４回議会広報特別委員会 － ○ ○ － － ○ － － ○ － ○ ○ ○

８／17 第３回総務常任委員会 － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ ×

８／19 第３回産業常任委員会 ○ － ○ ○ ○ － × × － － － － ○

９／１ 第７回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － ○ ○

９／６ 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ × ○ ○ －

９／６ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ －

９／８ 予算審査特別委員会（補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

９／８ 第８回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － ○ ○

９／12 第９回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － ○ ○

９／13 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

９／14 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ 早 ○ ○ ○ ○ ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんがオブザーバーとして出席しています。

※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。

※予算審査特別委員会は議長、決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

7/5～6 全道議員研修会（札幌市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

９／６ 第２回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

8/22～23 議会広報研修会（札幌市） － ○ ○ － － ○ － － ○ － × ○ －

毎月支払われる報酬は、議長29万4000円、副議長

23万5000円、常任委員会と議会運営委員会の委員

長21万円、議員は18万5000円だよ。それとは別に

６月と12月に年間計4.3か月分のボーナスが支給

されるよ。

教えて！さーたちゃん

議会のこと

議員の報酬は

どれくらいなの？

？
！

じゃあ、最近よくニュースで聞く「政務活動費」

ってなに？広尾町は支給されているの？

？
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萬
ま

亀
き

山
やま

ちず子 議員

町
長
は
、
執
行
方

針
の
中
で
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

特
に
防
犯
に
対
す
る
備
え
と

し
て
、
警
察
署
と
連
携
し
た

住
民
へ
の
必
要
な
情
報
提
供
、

町
内
会
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
防
犯
対
策
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。

　

人
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
加
え
、
犯
罪
、
事
故
の
前

後
を
記
録
し
、
事
件
の
早
期

解
決
や
抑
止
効
果
が
期
待
で

き
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
不
安
を

緩
和
で
き
る
と
思
う
。

　

十
勝
管
内
に
お
い
て
も
、

設
置
戸
数
は
少
な
い
な
が
ら
、

す
で
に
８
町
村
が
要
所
に
設

置
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
設
置
の

考
え
は
な
い
か
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長など執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目は一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

９月定例会では、５人の
議員が一般質問を行いま
した。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

基
準
等
検
討
す
る

防
犯
カ
メ
ラ設

置
の
考
え
は

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧
萬亀山ちず子議員 防犯カメラ設置の考えは Ｐ12

前崎　茂議員

町営合葬墓の建設を
Ｐ13

十勝バス広尾線　利用促進の支援を

季節労働者の冬期雇用対策を Ｐ14

旗手恵子議員
安心・安全の介護保険を Ｐ14

就学援助の入学準備金　早期支給を Ｐ15

小
お

田
だ

雅二議員
災害、気象情報の迅速な取得や共有を図るべき Ｐ15

街路樹の維持管理・補修に対する考えは Ｐ16

渡辺富久馬議員 広尾高校存続に全力を Ｐ16

質
問

　

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
実
現
の
た
め
、
地
域

安
全
推
進
協
議
会
で
は
犯
罪

の
現
状
把
握
及
び
防
止
対
策

の
連
絡
調
整
、
関
係
機
関
と

の
連
携
及
び
情
報
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
、
車
上
狙
い
な
ど
窃

犯罪の未然防止に期待

盗
事
件
が
昨
年
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
発
生
。

警
察
署
と
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
で
は
、

住
民
自
ら
が
車
上
狙

い
防
止
活
動
の
一
員

と
し
て
意
識
を
高
め
、

そ
こ
か
ら
全
般
的
な

犯
罪
防
止
を
図
る
活

動
「
愛
車
ま
も
り
隊
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
犯

罪
の
抑
止
・
防
止
な

ど
安
全
な
生
活
を
守
る
役
割

と
し
て
大
変
効
果
的
で
あ
る

一
方
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
問
題
も
あ
り
、
使
用
目
的

の
限
定
等
厳
正
な
基
準
等
を

定
め
る
な
ど
検
討
し
た
い
。
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次のページも「一般質問」

「季節労働者・介護保険・就学援助・災害情報」
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
生
活
交
通
路

線
バ
ス
は
通
院
な
ど
で
欠
か

せ
な
い
が
、
平
均
乗
車
密
度

が
減
少
し
た
平
成
22
年
度
か

ら
沿
線
６
市
町
村
の
負
担
額

が
発
生
し
、
本
町
の
負
担
額

も
、
平
成
26
・
27
年
度
は
１

５
０
０
万
円
以
上
の
負
担
額

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
国
・

道
の
補
助
金
は
８
５
０
０
万

円
前
後
と
増
額
さ
れ
て
い
な

い
。
国
に
補
助
金
の
増
額
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

　

24
年
３
月
の
定
例
会
一
般

質
問
で
広
尾
線
の
バ
ス
内
に

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
よ
う
取

り
上
げ
た
が
、
乗
客
利
用
促

進
策
と
本
町
の
支
援
体
制
は
。

　

小
学
校
の
統
合
に
対
応
す

る
経
路
変
更
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
き
た
が
、

利
用
者
の
減
少
や
燃
油
価
格

の
高
騰
な
ど
、
経
費
の
増
加

に
よ
り
負
担
金
が
発
生
し
て

い
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

実
態
に
応
じ
た
適
正
な
算
定

方
法
へ
の
見
直
し
を
引
き
続

き
国
等
へ
要
請
し
て
い
る
。

　

本
年
、
十
勝
バ
ス
が
実
施

　

お
墓
に
対
す
る
考

え
方
も
変
化
し
て
お

り
、
将
来
的
に
安
定

し
た
管
理
を
委
ね
ら

れ
る
合
葬
墓
が
注
目

さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
が
、
通
常
自
治

体
が
設
置
す
る
合
葬

墓
は
複
数
の
遺
骨
を

ま
と
め
て
埋
葬
し
、

納
骨
し
た
遺
骨
は
返

還
不
可
と
な
っ
て
い

る
。

　

基
本
的
に
お
墓
は

個
人
が
管
理
す
る
も

の
で
あ
り
、
特
に
宗

教
的
な
行
為
に
行
政

質
問

核
家
族
化
や
少
子

化
の
進
行
と
と
も

に
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が
増

え
て
い
る
中
で
、「
子
ど
も

が
い
な
い
」「
お
墓
を
継
い

で
く
れ
る
人
が
い
な
い
」「
お

墓
や
納
骨
堂
は
多
額
の
お
金

が
か
か
る
の
で
困
難
で
あ
る
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

帯
広
市
は
、
中
島
霊
園
に

「
合
同
納
骨
塚
」
を
、
網
走

市
で
も
「
潮
見
墓
園
合
葬
墓
」

を
設
置
し
、
１
万
円
か
ら

２
万
円
で
使
用
で
き
る
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
町
営
の
合

葬
墓
の
建
設
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

茂
寄
墓
地
２
０
０
８
区
画

の
う
ち
、
現
在
１
９
１
８
区

画
が
貸
付
中
で
あ
る
が
、
昨

年
度
は
７
区
画
が
返
還
さ
れ

て
い
る
。

十勝バス広尾線 利用促進の支援を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

地域の足を守る取り組みを進める町長

少子高齢化等の影響でお墓への考え方も変化が

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

ト
イ
レ
設
置
を
希
望
す
る
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
ト
イ
レ
付
バ
ス
の
設
置
、

試
験
運
行
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
試
験
運
行
が
決
定
次
第
、

バ
ス
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、

ま
ず
バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

地
域
の
足
を
守
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

町
民
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討

町
営
合
葬
墓
の
建
設
を

町
長

が
か
か
わ
る
も
の
で
は
な

い
と
の
考
え
か
ら
、
設
置

は
難
し
い
が
、
町
民
か
ら

要
望
が
上
が
れ
ば
、
調
査

等
の
判
断
を
し
て
い
く
。

年　　度 国・道補助金
市町村負担分

沿線６市町村分 うち広尾町負担分

平成23年度 8304万円 1858万円 668万円（36.0％）

平成24年度 9492万円 1846万円 824万円（44.6％）

平成25年度 8670万円 2569万円 1037万円（40.4％）

平成26年度 8543万円 4284万円 1527万円（35.6％）

平成27年度 8526万円 4159万円 1505万円（36.2％）

十勝バス「広尾線」　広尾町の負担状況は

※１万円未満切り捨て

※沿線６市町村～帯広市・幕別町・中札内村・更別村・大樹町・広尾町



14
広尾町議会だより　№173

介
護
保
険
が
ス

タ
ー
ト
し
て
17
年

目
に
入
っ
た
。

　

要
支
援
１
・
２
の
新
「
総

合
事
業
」
移
行
後
、
介
護
事

業
所
の
経
営
、
介
護
内
容
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

る
判
断
な
ど
介
護
水
準
は
ど

う
変
化
し
た
か
。

　

今
年
８
月
か
ら
介
護
施
設

の
利
用
者
で
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
受
給
者
の
食
費
・

居
住
費
の
軽
減
策
が
縮
小
さ

れ
、
新
た
な
負
担
が
増
え
て

い
る
。
本
町
で
の
該
当
者
は
。

　

国
は
制
度
改
正
に
向
け
、

さ
ら
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
拡
大
な
ど
改
悪
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
国
に
、

安
心
・
安
全
の
介
護
保
険
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

本
町
は
今
年
３
月
よ
り
総

合
事
業
へ
移
行
。
介
護
報
酬

は
移
行
前
の
単
価
と
し
て
い

る
た
め
、
事
業
所
へ
の
影
響

は
生
じ
て
い
な
い
。

る
よ
う
、
国
に
対
し
要
望
し

て
い
く
。

　

介
護
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
在
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
町
内
外
の
事
業
者
か
ら

も
参
入
に
対
す
る
意
向
は
な

い
。
更
新
期
を
迎
え
た
要
支

援
１
の
方
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
り
総
合
事
業
へ

移
行
可
能
と
な
り
、
現
在
１

名
が
移
行
。
今
後
十
分
な
説

明
と
同
意
の
も
と
で
実
施
し

て
い
く
。

　

介
護
施
設
利
用
の
負
担
軽

減
対
象
者
83
名
中
、
負
担
増

と
な
っ
た
方
は
17
名
で
あ
る
。

　

今
後
も
安
心
し
て
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

広尾町議会だより　№180
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平
成
20
年
度
と
23

年
度
に
季
節
労
働

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

者
の
冬
期
雇
用
対
策
事
業
を

実
施
し
、「
冬
の
仕
事
の
な

い
と
き
に
助
か
り
ま
す
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
季
節

労
働
者
の
実
態
は
。

　

昨
年
度
は
、
旧
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
解
体
な
ど
で
予

算
化
さ
れ
た
が
本
来
の
冬
期

雇
用
対
策
で
は
な
く
、
一
部

請
負
業
者
に
限
定
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
た
。

　

管
内
で
も
大
樹
や
上
士
幌
、

士
幌
、
幕
別
、
本
別
各
町
村

で
は
毎
年
冬
期
雇
用
対
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
町
で

も
実
施
す
べ
き
で
は
。

冬期雇用対策事業にも限界が

　

本
町
の
建
設
業
関
連
の
季

節
労
働
者
数
は
、
98
名
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
も
同
様
の
質
問

が
あ
っ
た
が
、
国
が
制
度
を

や
め
た
受
け
皿
と
し
て
、
町

が
事
業
を
実
施
す
る
の
は
無

理
が
あ
る
と
答
弁
し
て
き
た
。

非
効
率
な
仕
事
を
作
っ
て
ま

季節労働者の冬期雇用対策を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

今年度も冬期に解体撤去工事を発注町長

旗
は た

手
て

恵子 議員

で
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
は
控
え
て
い
る

が
、
可
能
な
と
き
は

事
業
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

　

今
年
度
も
冬
期
間

で
も
で
き
る
工
事
と

し
て
、
旧
か
も
め
児

童
会
施
設
の
解
体
撤

去
を
冬
期
に
お
け
る

季
節
労
働
者
の
生
活

安
定
と
雇
用
を
確
保

す
る
事
業
と
し
て
行

う
。

国
に
対
し
要
望
す
る

安
心
・
安
全
の介

護
保
険
を

町
長

　新「総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）」
　介護保険法改正に伴い、要支援１・２の方が利用する介護予防給付

のうち「介護予防訪問介護（ホームヘルプ）」と「介護予防通所介護

（デイサービス）」が全国一律の基準に基づくサービスから、地域の実

情に応じて市町村が効果・効率的に実施することができる「介護予防・

日常生活支援総合事業」に移行されました。

　この事業では、一人ひとりの状態に合わせた介護予防や生活支援の

サービスが利用できます。
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現
状
で
は
難
し
い

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

早
期
支
給
を

旗
は た

手
て

恵子 議員

教
育
長

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

今
般
の
台

風
被
害
状

況
の
情
報
や
デ
ー
タ

等
を
分
析
、
共
有
し
、

今
後
の
安
全
対
策
を

図
ら
れ
る
よ
う
一
層

の
努
力
と
対
応
が
必

要
と
思
う
が
、
気
象

情
報
の
取
得
や
処
理

の
た
め
の
防
災
ア
プ

リ
の
利
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
帯
広
と
幕

別
の
隣
接
地
域
で
避

難
勧
告
発
令
時
間
に

大
幅
な
時
間
差
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
自
治
体
間

及
び
内
部
で
は
よ
り
密
接
で

簡
単
な
情
報
伝
達
が
求
め
ら

れ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
な

ど
迅
速
な
伝
達
や
公
開
性
が

必
要
不
可
欠
と
思
う
が
。

支
給
で
き
る
よ

う
、
十
分
配
慮

す
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
入

学
前
の
３
月
に

入
学
準
備
金
を

先
行
支
給
す
る

自
治
体
も
増
え

て
い
る
。

　

本
町
で
は
ど

の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

質
問

子
ど
も
の
貧
困
問

題
が
深
刻
に
な
る

中
、
就
学
援
助
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

生
活
困
窮
世
帯
が
、
入
学

準
備
金
の
立
て
替
え
を
し
な

笹
原
教
育
長

答
弁

く
て
済
む
よ
う
、
就
学
援
助

を
入
学
前
の
２
～
３
月
に
支

給
す
る
よ
う
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
文
部
科
学
省
は

「
児
童
・
生
徒
が
援
助
を
必

要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に

広尾町議会だより　2016年12月１日
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次のページも「一般質問『街路樹・高校存続』」

「どうなった？あの質問」

災害情報が逐一確認できることなどから、

注目されている「防災アプリ」

　

現
在
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
防
災
行
政

無
線
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
で
の

対
応
、
町
内
全
域
の
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
配

信
す
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
が

あ
る
。

災害、気象情報の
迅速な取得や共有を図るべき

さまざまな手段を検討町長
小
お

田
だ

雅二 議員

高まる子どもの貧困率。就学援助は大きな役割担う

　

現
在
、
入
学
準
備
金
の
支

給
時
期
は
６
月
中
旬
か
ら
下

旬
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
月
の
始
業
時
に
就
学
援

助
案
内
と
申
請
書
を
配
布
し
、

４
月
中
旬
に
申
請
書
を
回
収
。

認
定
要
件
を
満
た
し
て
い
る

世
帯
は
、
教
育
長
専
決
に
よ

る
迅
速
な
決
定
を
し
て
い
る

が
、
本
町
の
取
扱
要
綱
に
は

前
年
度
収
入
額
に
基
づ
く
要

件
が
あ
り
、
町
民
税
が
確
定

す
る
６
月
中
旬
ま
で
決
定
で

き
な
い
た
め
、
現
状
で
は
入

学
前
の
早
期
支
給
は
難
し
い
。

　

今
後
、
先
進
地
の
算
定
方

法
等
を
調
査
し
、
検
討
し
て

い
く
。

　

防
災
ア
プ
リ
は
今
後
の
需

要
が
大
い
に
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
既
存
の
ア
プ
リ
で

災
害
時
に
活
用
で
き
る
も
の

を
調
査
し
、
町
民
へ
情
報
提

供
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

町
内
会
、
防
災
会
議
等
の
場

で
情
報
共
有
化
の
課
題
に
つ

い
て
問
題
提
起
し
て
い
く
。

　

自
治
体
間
の
情
報
共
有
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
状
況
を

常
に
情
報
発
信
し
、
情
報
交

換
す
る
中
で
対
応
で
き
る
と

考
え
る
。
役
場
内
部
に
つ
い

て
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
含
め
瞬

時
に
職
員
が
情
報
共
有
で
き

る
手
段
等
を
検
討
し
た
い
。
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質
問

学
校
を
守
る
こ
と
は

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

広
尾
高
校
存
続
に

全
力
を

渡
わ た

辺
な べ

富久馬 議員

町
長

笹
原
教
育
長

答
弁

村
瀨
町
長

答
弁

合
に
街
路
樹
の
伐
採
、
撤
去

を
行
い
安
全
性
と
事
故
防
止

に
努
め
、
道
路
の
整
備
に
合

わ
せ
て
植
栽
を
行
っ
て
き
た
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
は
除
雪
作
業
に
よ
り

街
路
樹
が
傷
む
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
が
、
こ
こ
最
近
は
風

の
影
響
が
出
て
き
て
お
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
低
木
を
補

植
す
る
な
ど
考
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
歩
行
者
が
多
い
通

学
路
や
医
療
・
福
祉
施
設
周

辺
な
ど
は
、
冬
期
間
の
除
雪

に
よ
る
歩
道
の
確
保
に
配
慮

し
な
が
ら
、
安
全
性
の
向
上

に
重
き
を
置
い
た
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

街
路
樹
は
緑
陰
効

果
、
町
並
み
と
し

て
の
景
観
、
そ
し
て
温
暖
化

予
防
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る

が
、
町
内
一
円
を
見
る
と
歯

抜
け
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど

喪
失
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

　

今
後
更
に
風
害
の
多
発
も

予
想
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て

の
維
持
管
理
、
補
修
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
暴
風
に
よ
る
倒

木
の
危
険
性
、
樹
木
の
成
長

に
伴
い
電
線
の
保
護
や
見
通

し
の
確
保
に
支
障
が
あ
る
場

　

来
年
度
以
降
の
入
学
者
数

は
、
先
般
の
学
校
見
学
会
で

庶
野
・
忠
類
地
区
か
ら
も
数

名
訪
れ
た
こ
と
、
町
外
中
学

校
か
ら
広
尾
高
校
の
活
動
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

な
ど
の
状
況
か
ら
少
な
く
と

も
45
～
50
人
は
確
保
し
た
い
。

　

各
種
補
助
や
支
援
を
行
っ

た
結
果
、
生
徒
が
目
標
を
持
っ

て
学
習
に
挑
む
姿
勢
、
学
習

意
欲
が
出
て
き
て
お
り
、
昨

年
度
の
進
路
決
定
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

豊
似
中
の
統
合
後
、
部
活

動
や
学
校
行
事
を
通
し
て
中

高
一
貫
教
育
が
強
化
、
推
進

さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
生
徒
が
広
尾
高
校
を

身
近
に
感
じ
、
ま
た
、
交
友

を
深
め
る
中
か
ら
入
学
希
望

者
が
増
え
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　

本
年
度
も
独
自
支
援
策
な

ど
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
の
新

聞
折
り
込
み
等
に
よ
り
、
広

尾
高
校
の
魅
力
を
情
報
発
信

し
て
い
く
。

質
問

①
平
成
29
年
度
の

広
尾
高
校
入
学
者

数
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

②
広
尾
町
が
実
施
し
て
い
る

各
種
補
助
制
度
が
在
校
生
・

卒
業
生
に
と
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
。

③
豊
似
中
が
広
尾
中
へ
統
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
尾

高
校
へ
の
進
学
率
の
上
昇
が

期
待
で
き
る
か
。
ま
た
、
そ

の
た
め
の
努
力
は
。

④
他
管
内
か
ら
の
入
学
希
望

者
の
見
通
し
と
広
尾
高
校
の

魅
力
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し

て
い
る
か
。

⑤
他
管
内
か
ら
の
生
徒
を
獲

得
す
る
た
め
、
町
と
し
て
の

受
け
入
れ
施
設
と
民
間
の
活

用
を
促
す
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
親
の
負
担
軽
減
の
た
め
補

助
す
る
考
え
は
。

効果と弊害　二面性ある街路樹
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町
外
か
ら
来
る
生
徒
が
十

分
な
部
活
動
を
す
る
た
め
に

は
、
下
宿
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
十
分
に

検
討
し
、
経
済
対
策
も
含
め

て
早
急
に
結
論
を
出
し
、
来

年
度
以
降
の
入
学
希
望
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　

学
校
存
続
は
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
で
あ

り
、
広
尾
高
校
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
く
。

街路樹の維持管理・補修に対する考えは

小
お

田
だ

雅二 議員

安全性を重視した整備を進める町長

村
瀨
町
長

答
弁
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次のページは「常任委員会」

追跡! どうなった？あの質問どうなった？あの質問

過去に行われた一般質問がその後の町政にどう反映されたか、

追跡・調査しました。

質問 未利用施設の対策急げ
（平成27年９月定例会・小

こ

田
だ

英勝議員）

町有の未利用施設の対策状況は。また、国で来年

度から民間の廃屋処理にも条件付きで助成すると

の報道もあるが。

答弁 国の支援を活用し、計画的に整備

計画を策定し、国の支援を活用して施設の更新・

統廃合などを行う。撤去する費用を市町村が民間

に補助する時に、一部が国から助成される。町の

空き家管理条例は３月に提案予定。

Ｈ 27
旧職業訓練センター、旧陶芸棟施設、教員

住宅（音調津）

Ｈ 28
旧かもめ児童会施設、酪農研修センター、

教員住宅（豊似）

どうなった？

管理計画は今年度中に完成、

空き家条例は今年３月に制定済

公共施設等総合管理計画は今年度中に完成予定。

今後はその計画に基づいて施設の管理等を進めて

いく。老朽化した施設は計画的に解体撤去を行っ

ている。空き家条例は３月に制定済であり、対策

協議会を７月に設置している。

老朽化公共施設解体撤去の実施状況

質問
ふるさと納税 　　　　　　　
　 もっと積極的な取り組みを
（平成27年３月定例会・小

お

田
だ

雅二議員）

広尾町のふるさと納税への取り組みはアピール度

が低い。特典に使用できる産物も豊富にあり、積

極的な取り組みが求められるのでは。

答弁 利用しやすい形に改善する

インターネットサイトからの申込を可能にするこ

とや、クレジットカード決済の導入など利用しや

すい形に改善する。また、町の特産品を広く提供

する形にしたい。

どうなった？

寄附金額が大きく増加

より利用しやすくなったことや、特産品の毛がに

が人気を集めて実績が大幅に増加した。

平成28年度は２万件を目標として、魅力ある特産

品の掘り起こし等に努めている。

ふるさと納税の実績

年　　　度 件　数 金　額

平成25年度 81 173万円

平成26年度 49 75万円

平成27年度 5438 7911万円

平成28年度（９月末） 1194 1391万円
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総務常任委員会

委員長　旗手恵子　副委員長　小
こ

田
だ

英勝

調査日　平成28年８月17日

防災対策は万全か

　

「
自
ら
の
身
の
安
全
は
自

ら
守
る
」
と
い
う
防
災
の
基

本
に
鑑
み
、
町
民
は
日
頃
か

ら
被
災
直
後
に
必
要
な
物
資

を
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
家
屋
の
倒
壊
、

焼
失
等
に
よ
り
、
非
常
用
持

出
品
を
持
ち
出
せ
な
い
避
難

者
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
町
は
、
食
糧
、

生
活
必
需
品
及
び
災
害
応
急

対
策
に
必
要
な
資
機
材
の
備

蓄
に
努
め
、
町
民
や
自
主
防

災
組
織
、
事
業
所
等
と
連
携

す
る
必
要
が
あ
り
、
備
蓄
計

画
を
策
定
し
た
。

　

町
の
備
蓄
物
資
目
標
数
量

と
現
在
の
充
足
率
は
左
記
の

表
の
と
お
り
。

　

最
大
避
難
者
数
２
５
０
０

人
と
想
定
。
食
糧
品
・
飲
料

水
は
そ
の
う
ち
１
５
０
０
人

分
を
自
ら
の
持
ち
出

し
や
町
内
事
業
所
か

ら
の
調
達
に
よ
り
確

保
し
、
残
り
１
０
０

０
人
の
３
日
分
（
１

人
２
食
・
３
リ
ッ
ト

ル
／
日
）
を
備
蓄
目

標
と
す
る
。
そ
れ
ら

の
備
蓄
物
資
は
「
災

害
備
蓄
保
管
倉
庫
」

に
保
管
。
市
街
地
域

で
は
「
丸
山
寿
の
家

敷
地
内
」「
青
少
年

会
館
」「
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
」
の
３
か

　

災
害
対
策
の
実
施
に
当
た

り
、
防
災
関
係
機
関
が
町
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

保
護
す
る
た
め
、
町
に
お
け

る
防
災
の
万
全
を
期
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
計
画
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
災
害
対
策
基
本
法

の
一
部
改
正
、
防
災
基
本
計

画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
広

尾
町
に
お
い
て
も
国
や
道
の

計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
防

災
対
策
の
強
化
・
推
進
を
目

的
と
し
て
、
平
成
26
年
度
に

本
計
画
の
全
面
修
正
を
行
っ

た
。

所
と
未
設
置
で
あ
っ
た
山
フ

ン
べ
地
域
に
「
山
フ
ン
べ
集

会
所
」
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

全
部
で
10
か
所
と
な
っ
た
。

災
害
時
に
速
や
か
な
対
応
が

行
え
る
よ
う
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
た
適
正
な
管
理
が
必

要
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防

災
組
織
は
、
日
頃
起
こ
り
得

る
火
災
の
防
止
や
災
害
時
の

被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
広
尾
町
に
は
現
在

17
組
織
あ
る
。
道
は
、
自
主

防
災
組
織
の
普
及
の
た
め
、

啓
発
資
料
の
作
成
を
は
じ
め
、

北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

等
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

特
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
努
め
る
と
し
て
い
る
。（
現

在
、
広
尾
町
で
は
３
人
）

役
場
等
が
被
災
し
た
場

合
、
応
急
対
応
や
優
先

度
の
高
い
業
務
を
行
う
た
め
、

業
務
継
続
計
画
を
策
定
す
べ

き
で
は
。

道
か
ら
の
指
示
で
策
定

に
向
け
検
討
中
。

問

広
尾
町
の
備
蓄
物
資

　常任委員会　所管事務調査
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町防災保管庫を視察

広
尾
町
地
域
防
災
計
画

答

計
画
の
修
正

自
主
防
災
組
織
の
育
成

品　　　　目 目標数量 備蓄数 充足率

アルファ米 6000食 5093食 84.9％

非常用飲料水
（500ml ペットボトル）

9000リットル 4967リットル 55.2％

毛布 2500枚 1434枚 57.4％

発電機 15台 ９台 60.0％

広尾町の備蓄状況（平成28年３月末現在）

もしものためにご家庭でも最低限３日分の備蓄を



広尾町議会だより　2015年６月１日
19

　常任委員会　所管事務調査

ひろお

産業常任委員会

委員長　北藤利通　副委員長　志村國昭

調査日　平成28年８月19日

問答

町営牧場の現状と
　　　　今後の対策は

オソウシ牧場、28・29年度受け入れ見合わせ

19

【
受
託
の
状
況
】

　

放
牧
期
間
は
年
平
均
１
５

７
日
程
度
、
約
30
戸
の
預
託

農
家
か
ら
６
０
０
頭
前
後
の

受
け
入
れ
で
推
移
し
て
き
た

が
、
平
成
22
年
の
６
６
１
頭

を
ピ
ー
ク
に
昨
年
度
は
４
３

８
頭
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
発
生
し

た
家
畜
伝
染
病
の
影
響
に
よ

り
、
オ
ソ
ウ
シ
牧
場
で
の
受

け
入
れ
を
２
年
間
見
合
わ
せ

て
い
る
た
め
、
東
豊
似
牧
場

の
み
の
運
営
で
、
預
託
農
家

21
戸
か
ら
、
４
３
７
頭
を
受

け
入
れ
て
い
る
。

【
収
支
の
状
況
】

　

歳
出
超
過
の
状
態
が
続
い

て
い
る
が
、
特
に
昨
年
度
は

入
牧
頭
数
が
減
少
し
た
こ
と

や
伝
染
病
対
策
に
経
費
を
要

し
た
こ
と
か
ら
、
約
２
５
０

０
万
円
の
歳
出
超
過
と
な
っ

た
。

　

経
営
状
況
と
し
て
は
、
受

入
頭
数
の
減
少
に
加
え
、
牧

場
が
２
か
所
に
分
か
れ
て
い

る
た
め
構
造
的
な
コ
ス
ト
高

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が

非
常
に
難
し
い
。

　

本
年
の
東
豊
似
牧
場
の
み

で
の
運
営
状
況
か
ら
、
１
か

所
で
の
運
営
も
可
能
と
想
定

で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
オ

ソ
ウ
シ
牧
場
へ
の
投
資
が
無

駄
に
な
る
懸
念
が
出
て
く
る
。

　

今
後
、
設
置
目
的
を
十
分

考
慮
し
た
上
で
関
係
機
関
と

協
議
す
る
。

広尾町議会だより　2016年12月１日

次のページは「議会日誌」

「議会報告会・懇談会」

　

町
内
商
工
業
者
数
の
動
向

は
下
記
の
表
の
と
お
り
。

【
商　

業
】

　

平
成
26
年
年
間
販
売
額
は
、

１
０
９
億
２
３
３
２
万
円
で

平
成
19
年
と
比
べ
る
と
34
億

５
５
３
０
万
円
、
24
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少

率
11
・
５
％
を
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
購
買
力
の
町
外
流

出
が
推
測
さ
れ
る
。

【
工　

業
】

　

平
成
26
年
製
造
品
出
荷
額

等
は
、
84
億
９
３
８
５
万
円

で

平

成

19
年
と
比
べ
る
と

８
億
６
１
４
１
万
円
、
11
・

３
％
の
増
と
な
っ
た
が
、
従

業
員
は
14
人
減
少
し
て
い
る
。

　

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
起
業

家
へ
の
支
援
策
は
、
意
欲
の

創
出
、
雇
用
促
進
な
ど
商
店

街
の
活
性
化
に
期
待
さ
れ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

年
金
支
給
月
に
販
売
を
。

商
工
会
に
意
向
を
伝
え

る
。

商
工
業
の
現
状
と

今
後
の
振
興
策
は

答

１
か
所
に
す
れ
ば
収
支

も
改
善
す
る
の
で
は
。

問

１
か
所
に
し
た
場
合
、

受
入
可
能
頭
数
が
減
少

し
要
請
に
応
え
ら
れ
な
い
可

能
性
が
出
て
く
る
た
め
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

商
工
業
者
の
共
同
事
業
の

推
進
、
地
域
循
環
型
事
業
の

展
開
と
地
元
購
買
力
向
上
の

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

町
営
牧
場
の
運
営
状
況

今
後
の
在
り
方

商
工
業
の
現
状

今
後
の
振
興
策

町内商工業者数の動向（平成28年３月末現在）

地　　区 商工業者数
商工会会員数

Ｈ27（加入率） Ｈ22 Ｈ17

市 街 地 区 395 256（64.8%） 276 288

野塚・豊似 56 19（33.9%） 22 22

音 調 津 4 2（50%） 3 3

合　　計 455 277（60.9%） 301 313

預託農家のニーズに応える町営牧場の在り方とは
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【９月】

１日　第７回議会運営委員会

６日　第３回広尾町議会定例会（～16日）

　　　第２回議員協議会

７日　市街地区敬老会

８日　第８回議会運営委員会

11日　福祉まつり及び高齢者芸能発表会

12日　第９回議会運営委員会

13日　決算審査特別委員会（～14日）

15日　紋別研修センター完成お披露目会及び秋まつり

16日　議会広報編集会議

20日　開町記念式典

21日　十勝神社秋季例大祭（350年祭）

23日　施設合同敬老会及び特養開所35周年記念式典

【10月】

３日　全国消防操法大会出場選手による操法展示

12日　北海道議会議員 喜多龍一 政経セミナー

16日　自民党北海道第11選挙区支部「地域政策懇談会」（更別村）

17日　総務・産業常任委員会合同行政視察

　　　（～19日、倶知安町・神恵内村・余市町・江別市）

22日　サンタランドツリー点灯式

26日　第３回議員協議会

　　　議会広報編集会議

27日　高齢者スポーツ大会

　　　十勝港まつり協賛会会議

28日　財務行政懇話会

31日　十勝町村議会議長会議員研修会（幕別町）

議会活動日誌
平成28年９月～平成28年11月

【11月】
９日　町村議会議長全国大会（８日～・東京都）
10日　第５回議会広報特別委員会
12日　自民党北海道第11選挙区支部「政経セミナー」（幕別町）
13日　東京広尾会（12日～・東京都）
　　　北海道女性議員協議会総会（～14日、音更町）
15日　議会懇談会（のーまひろお・２班）
21日　議会懇談会（商工会青年部・１班）
22日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝環境複合事務組合議会定例会（帯広市）
24日　第４回広尾町議会臨時会
　　　中札内村議会行政視察 来町
29日　議会懇談会（社会福祉協議会・３班）

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、平成28
年第４回定例会までの閉会中に、次の所管事
務調査を実施します。

◇総務常任委員会
　①先進地における高校存続の取り組みについて

　②先進地における福祉行政について

◇産業常任委員会
　①栽培漁業について

　②再生可能エネルギー（バイオマス発電）の現状に

ついて

◇議会運営委員会
　①議会の運営に関する事項について

　②議会の会議規則、委員会条例等に関する事項について

　③議長の諮問に関する事項について

広尾町議会だより　№180
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議会報告会・懇談会の班編成が決定
～報告会は来春町内６会場で開催予定～

議会報告会

【１班】◎旗手、浜野、志村、
　　　 　山谷、星加、小田（おだ）

●担当会場：並木寿の家、音調津総合センター、
　　　　　　農村環境改善センター

【２班】◎渡辺、萬亀山、北藤、
　　　　 前崎、小田 (こだ )、浜頭

●担当会場：コミュニティセンター、丸山寿の家、
　　　　　　野塚公民館

【１班】◎志村、浜野、山谷、旗手

【２班】◎小
お

田
だ

、萬亀山、渡辺、浜頭

【３班】◎小
こ

田
だ

、北藤、前崎、星加

議会懇談会

　開催時期は来年春を予定しています。日時などが決

まりましたら、防災無線や議会だより、町広報誌など

でお知らせします。

　多くの方の参加をお待ちしています。

　町内各団体の会合等に議員が出向いて、懇談させて

いただきます。対象団体には議会からご連絡し、日程

調整等いたします。

　「議会議員と懇談したい」という団体・サークル等

がありましたら、議会事務局までご連絡ください。

◎：班長 ◎：班長


